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当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
三
月
四
日
、

上
五
島
支
店
で
初
め
て
と
な
る

上
五
島
地
区
交
流
会
を
開
き
ま

し
た
。
会
に
は
上
五
島
地
区
の

女
性
部
員
二
〇
名
を
含
む
三
〇

名
が
参
加
。
ア
ク
リ
ル
毛
糸
を

使
っ
た
洗
剤
い
ら
ず
の
エ
コ
た

わ
し
作
り
や
、
米
袋
を
活
用
し

た
エ
コ
バ
ッ
ク
作
り
を
行
い
ま

し
た
。

ア
ク
リ
ル
た
わ
し
は
手
で
毛

糸
を
編
み
上
げ
て
作
る
も
の
で
、

下
五
島
地
区
の
女
性
部
員
が
先

生
と
な
り
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
は
複
雑
な
編
み
方
に
苦
戦

し
て
い
た
参
加
者
も
先
生
た
ち

の
き
め
細
や
か
な
指
導
に
「
最

初
は
戸
惑
っ
た
が
、
楽
し
く
教

え
て
頂
い
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
小
売
店
で
レ
ジ

袋
を
有
料
化
し
て
い
る
同
町
で

役
立
つ
エ
コ
バ
ッ
ク
は
、
普
段

使
い
で
も
丈
夫
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

会
の
終
盤
で
は
、
上
五
島
加

工
部
の
メ
ン
バ
ー
が
名
物
の
五

島
う
ど
ん
の
ふ
し
を
使
っ
た
料

理
な
ど
で
昼
食
を
振
る
舞
い
、

終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
し
た
。

たわしづくりを指導する下地区役員

できあがった作品に大満足の参加者

上五島加工部による真心あふれる昼食

女性部役員によるあいさつ

ごとう 2



野
原
さ
ん
は
現
在
、
ご
両
親
と
一
緒
に

イ
チ
ゴ
二
〇
㌃
（
さ
ち
の
か
一
八
㌃
、
ゆ

め
の
か
二
㌃
）
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

営
農
指
導
員
か
ら
転
身

も
と
も
と
兼
業
農
家
だ
っ
た
野
原
さ
ん

の
実
家
。
農
作
業
を
手
伝
う
う
ち
に
、
農

業
を
志
し
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
に
県
立

農
業
大
学
校
に
進
学
、
在
籍
中
に
島
原
半

島
の
イ
チ
ゴ
農
家
の
も
と
で
研
修
を
行
い

「
将
来
は
イ
チ
ゴ
で
成
功
し
た
い
」
と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
卒
業
後
、
Ｊ
Ａ

の
農
産
園
芸
部
に
七
年
間
所
属
。
営
農
指

導
員
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
ご
両
親
と

相
談
し
、
三
人
で
イ
チ
ゴ
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
退
職
後
は
新
品
種
「
ゆ
め
の

か
」
の
導
入
や
加
工
品
の
製
作
な
ど
、
精

力
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

青
年
農
業
者
の
中
心
的
存
在

野
原
さ
ん
は
日
頃
の
生
産
活
動
以
外
に

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
二
月
に
行
わ
れ
た

県
の
青
年
農
業
者
会
議
で
は
五
島
代
表
と

し
て
意
見
発
表
を
行
い
、
就
農
に
至
る
経

緯
や
今
後
の
目
標
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
一
六
㌃
規
模
の
ハ
ウ
ス
を

建
設
し
、
収
穫
作
業
と
並
行
し
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
趣
味
の
魚
釣
り
も
最
近

は
多
忙
で
な
か
な
か
行
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
来
年
以
降
に
は
夏
場
の
作
物
と

し
て
メ
ロ
ン
の
栽
培
を
検
討
。
年
内
に
は

栽
培
農
家
の
視
察
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

儲
か
る
農
業
↓
担
い
手
増
へ

今
後
の
目
標
と
し
て
野
原
さ
ん
が
掲
げ

た
の
は
、
新
た
な
担
い
手
づ
く
り
で
し
た
。

「
自
分
が
農
業
を
始
め
る
際
も
色
々
な
意

見
が
あ
っ
た
が
、
儲
か
る
農
業
を
実
践
し

て
い
け
ば
『
五
島
で
農
業
を
始
め
た
い
』

と
思
う
若
者
も
増
え
る
と
思
う
」
と
野
原

さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
面
積
拡
大
と
収
量
ア
ッ
プ

を
続
け
た
い
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
現
在
作
っ
て
い
る
ジ
ャ
ム
の
他

に
も
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
加
工
品
の
開
発
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者
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五島市吉久木町 野原 大嗣さん（29）NO．59
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当
Ｊ
Ａ
は
三
月
十
三
・
十
四
日
の
両
日
、

五
島
家
畜
市
場
で
平
成
二
十
七
年
三
月
期

せ
り
市
を
開
き
ま
し
た
。
一
九
四
戸
の
畜

産
農
家
が
子
牛
四
七
六
頭
、
成
牛
四
七
頭
、

計
五
二
三
頭
の
黒
毛
和
種
を
上
場
。
子
牛

四
七
六
頭
の
平
均
取
引
価
格
は
六
三
八
、

六
五
九
円
（
前
回
比
五
・
九
㌫
高
）、
成

牛
四
七
頭
の
平
均
取
引
価
格
は
三
七
九
、

九
〇
七
円
（
前
回
比
一
〇
・
四
㌫
高
）
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
せ
り
市
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
畜
産
部

担
当
者
は
「
平
成
二
十
六
年
度
最
後
の
せ

り
市
開
催
と
な
っ
た
が
、

新
規
を
含
め
多
く
の
購

買
者
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
高
価
格
で
の
取
引

が
続
い
た
。
生
産
者
の

意
欲
も
上
が
り
飼
養
頭

数
も
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
今
後
も

増
頭
及
び
質
の
向
上
に
地
域
一
体
と

な
り
取
り
組
む
」
と
述
べ
ま
し
た
。

（
一
社
）
長
崎
県
畜
産
協
会
は
三
月

二
日
、
五
島
振
興
局
で
平
成
二
十
六
年

度
肉
用
牛
繁
殖
経
営
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。
会
に
は
繁
殖
農
家
、
Ｊ
Ａ
、
関

係
機
関
な
ど
約
六
〇
名
が
出
席
。
こ
の
会
は
、
経
営

者
で
あ
る
繁
殖
農
家
と
地
域
関
係
者
の
体
制
づ
く
り

や
支
援
の
方
策
を
検
討
し
、
効
率
的
な
経
営
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
で
畜
産
業
を
営
む

㈱
玉
牧
場
の
久
留
須
茂
代
表
が
「
安
全
・
安
心
な
子

牛
生
産
の
た
め
の
飼
養
管
理
」
と
題
し
て
、
購
買
者

が
求
め
る
高
品
質
牛
の
生
産
に
向
け
た
取
り
組
み
を

紹
介
。
ま
た
、
茨
城
県
畜
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会

理
事
の
中
川
徹
統
括
部
長
が
「
肥
育
経
営
が
求
め
る

子
牛
と
は
」
と
題
し
、
粗
飼
料
を
中
心
と
し
た
飼
養

管
理
の
徹
底
や
、
種
雄
牛
別
の
枝
肉
成
績
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
助
け
合
い
組
織
は
ま
ゆ

う
部
会
は
二
月
二
十
六
日
、
五
島
市
玉
之

浦
町
の
中
須
生
活
館
で
玉
之
浦
地
区
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
き
ま
し
た
。
今
回
は

玉
之
浦
地
区
の
年
金
友
の
会
会
員
と
部
会

員
な
ど
合
わ
せ
て
四
〇
名
が
参
加
。
同
部

会
で
は
年
に
数
回
管
内
各
地
区
で
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
年
金
友
の
会
会

員
を
中
心
に
地
域
の
お
年
寄
り
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

今
回
も
、
毎
回
好
評
の
頭
の
体
操
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
部
員
手
づ
く
り
の

お
や
つ
も
振
る
舞
わ
れ
、
素
朴
な
味
に
舌

鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
訪
問
介
護

事
業
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て
の
説
明
も
併
せ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
担
当
職
員

は
「
今
回
も
多
く

の
方
に
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
よ
か
っ

た
。
今
後
も
各
地

区
で
の
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
に

Ｊ
Ａ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

健康長寿を楽しくサポート
－玉之浦地区ミニデイ－

繁繁繁繁繁繁繁繁繁繁殖殖殖殖殖殖殖殖殖殖牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛生生生生生生生生生生産産産産産産産産産産のののののののののの経経経経経経経経経経営営営営営営営営営営安安安安安安安安安安定定定定定定定定定定にににににににににに向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけてててててててててて
－繁殖牛経営研修会－

最最高高価価格格更更新新でで増増頭頭意意欲欲高高ままるる
－3月期せり市－

前回比
（％）
104．1
106．6
105．9

平均体重
（㎏）
260
278
269

㎏単価
（円）
2，235
2，479
2，370

平均価格
（円）
580，683
688，904
638，659

最高価格
（円）
941，760
951，480
951，480

落札価格
（円）

118，825，000
162，658，000
281，483，000

売却
（頭）
221
255
476

性別
メス
去勢
合計

牧場の紹介を行う久留須代表

3月せり市成績表

笑いの絶えない頭の体操

多くの購買者で賑わう市場
（五島市吉久木町）
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当
Ｊ
Ａ
で
は
三
月
に
入
り
春
芽
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
出
荷
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま

す
。
本
年
産
の
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽

培
面
積
は
五
六
六
・
五
㌃
、
栽
培
戸
数
四

十
七
戸
、
出
荷
量
に
つ
い
て
は
品
質
管
理

の
徹
底
を
図
り
二
八
・
四
㌧
（
前
年
対
比

一
一
九
％
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
昨
年

夏
以
降
の
日
照
不
足
の
影
響
で
一
部
に
病

害
の
発
生
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
二
月
中
旬
か
ら
出
荷

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

五
島
市
岐
宿
町
で
一
四
㌃
の
栽
培
を
行
う
清
川
勝
一

さ
ん
は
「
ま
だ
栽
培
を
始
め
て
二
年
目
だ
が
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
収
量
・
品
質
に
こ
だ
わ
り
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
収
穫
後
の
調
整
や
規
格
の
順
守
、

適
期
収
穫
を
徹
底
し
、
計
画
出
荷
に
努
め
た
い
」
と
五

島
産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
三
月
下
旬
か
ら
平
成
二

十
七
年
産
の
ソ
ラ
マ
メ
の
出
荷
が
ス

タ
ー
ト
。
今
年
産
の
ソ
ラ
マ
メ
は
、
管

内
六
十
九
戸
の
生
産
者
が
六
九
九
㌃
で

九
月
下
旬
か
ら
定
植
を
開
始
。
定
植
後

は
、
台
風
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、

補
植
等
の
対
策
を
講
じ
た
た
め
、
そ
の

後
の
生
育
は
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
。

出
荷
の
ピ
ー
ク
は
今
月
下
旬
か
ら
五
月

上
旬
と
見
ら
れ
、
一
三
四
㌧
の
収
量
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

五
島
市
三
井
楽
町
で
十
㌃
の
栽
培
を

行
っ
て
い
る
吉
谷
豊
次
三
井
楽
支
部
長

は
「
今
年
産
の
ソ
ラ
マ
メ
は
出
荷
時
期

が
少
し
遅
れ
た
が
、
品
質
は
良
い
も
の

が
で
き
た
。
お
い
し
い
ソ
ラ
マ
メ
な
の
で
、
た
く
さ

ん
の
消
費
者
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
今
年
産
ソ

ラ
マ
メ
の
手
ご
た
え
を
語
り
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
、
商
品
性
向
上
の
取
り
組
み
と

し
て
定
期
的
な
目
揃
い
会
を
行
い
、
鮮
度
保
持
の
た

め
予
冷
を
徹
底
。
ま
た
、
出
荷
見
込
み
数
量
を
把
握

し
た
上
で
の
、
計
画
出
荷
に
努
め
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
三
月
二
十
五
日
、
改
修
工
事

を
終
え
た
有
川
Ｓ
Ｓ
（
新
上
五
島
町
七
目

郷
）
で
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
。
式
に
は

Ｊ
Ａ
、
工
事
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
三
十
名
が
出
席
。
同

Ｓ
Ｓ
は
上
五
島
地
区
で
唯
一
の
Ｊ
Ａ‐

Ｓ
Ｓ
と
し
て
、

組
合
員
や
地
域
住
民
の
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
担
当
職
員

は
「
今
後
も
組
合
員
、
地
域
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ

Ａ
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
燃
料
の
安
定
供
給
や
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

今
後
Ｊ
Ａ
で
は
、
地
域
密
着
の
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
通

し
て
、
こ
の
Ｓ
Ｓ
が
組
合
員
・
地
域
住
民
と
Ｊ
Ａ
の
絆

を
強
め
る
場
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
方
針
で
す
。

需要高まる旬の味覚需要高まる旬の味覚
－ソラマメ出荷スタート－

反反収収アアッッププにに向向けけ管管理理徹徹底底
－春芽アスパラ出荷－

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠点点点点点点点点点点リリリリリリリリリリニニニニニニニニニニュュュュュュュュュューーーーーーーーーーアアアアアアアアアアルルルルルルルルルル
－有川SS開所式－

収穫を行う清川さん

開所式の様子

収穫を行う吉谷支部長
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44//2244㈮㈮～～2266㈰㈰
「「五五島島ががううままいい」」4周年大創業祭
楽しいイベントが盛りだくさん！

日頃の感謝を込めた3日間です。

出荷協力会新支部
役員について

任 期
平成27年4月1日～

平成29年3月31日

イベント 2
五五島島ううどどんん試試食食販販売売

イベント 4 JJAA青青年年部部にによよるる
餅餅つつきき

イベント 6 JJAA女女性性部部にによよるる
ぜぜんんざざいいののふふるるままいい

イベント 1
農農畜畜産産物物対対面面販販売売

イベント 3
五五島島豚豚試試食食会会

イベント 5 レレシシーートトののウウララにに
当当たたりりがが出出たたらら粗粗品品進進呈呈

副支部長
都々木 スミ子
野 口 津代子
野 口 香 澄
北 川 美千子
谷 合 千鶴子
近 藤 恵美子
中 村 正 子
田 道 徹
○監仁 田 美 鈴

※○会は会長、○副は副会長、○監は監事

支部長
中 尾 宏 昭
○会八 尾 安 弘
○監山 内 清 一
寺 脇 絹 代
○副川 元 末 人
澤 本 ミユキ
横 山 隆 雄
○副永 尾 オキ子
山 田 廣 志

支部名
福 江
大 津
崎 山
本 山
富 江
玉之浦
三井楽
岐 宿
西 部

※イベントはすべて予定です。変更になる場合がありますので、チラシ等でご確認ください。
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Aコープ浦桑店だより
五島うどんば食うてさるこう五五島島ううどどんんばば食食ううててささるるここうう

特
産
の
五
島
う
ど
ん
で
町
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
今
年
で
第
四
回
と
な
る
「
五
島
う
ど

ん
ば
食
う
て
さ
る
こ
う
」
が
三
月
二
十
二
日
、

新
上
五
島
町
で
開
か
れ
、
多
く
の
参
加
者
が

開
始
時
間
前
か
ら
各
製
麺
所
に
行
列
を
作
り

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
三
大
う

ど
ん
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
五
島
う
ど
ん
を

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
長
崎
県

五
島
手
延
う
ど
ん
振
興
協
議
会
が
四
年
前
に

企
画
し
た
も
の
。

五
島
手
延
う
ど
ん
は
二
〇
〇
七
年
九
月
に

地
域
団
体
商
標
を
取
得
。
現
在
、
同
町
に
は

三
十
二
の
製
麺
所
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
十
二

の
製
麺
所
が
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

無
料
で
自
慢
の
う
ど
ん
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
製
麺
所
で
味
付
け
も
異
な
り
、

名
物
の
地
獄
炊
き
を
は
じ
め
、
特
産
の
五
島

豚
を
使
っ
た
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
風
の
う
ど
ん
な
ど

が
あ
り
、
参
加
者
の
中
に
は
全
店
舗
回
る
強

者
も
。

製
麺
所
の
従
業
員
は
「
今
年
で
四
年
目
だ

が
、
年
々
訪
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
。
今
年

は
う
ど
ん
の
数
を
昨
年
の
一
・
五
倍
準
備
し

た
。
来
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
か
ら
お
い
し

い
と
言
っ
て
も
ら
い
や
り
が
い
が
あ
る
」
と

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

同
町
で
は
、
今
後
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
継

続
し
、
島
外
か
ら
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
五
島
う
ど
ん
の
普
及
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

3／22

時間いっぱい食べ歩きます！

五島豚を使った
五豚うどん

熱々のうどんに大満足☆

試食会と併せて五島うどんの販売も行われました

各製麺所自慢の逸品を提供

第第第第第第第第第4回回回回回回回回回
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クレソンは、ワサビやダイコン
と同じアブラナ科の植物で、ピ
リッとした味とコショウのような
香りが特徴です。
健康草と呼ばれることもあるほ

ど栄養価が高く、はるか昔、紀元1
世紀のギリシャの書物にもクレソ
ンの薬効について述べられていた
そうです。日本には明治時代に西
洋野菜として入ってきました。今
では一年中出回っていますが自生
の物は3月から6月ごろが旬です。
クレソンはアブラナ科植物独特

のシニグリンという辛味成分を
持っています。ワサビやダイコン
にも含まれるこの辛味は、すりお
ろしたりして細胞が壊れることで
生成します。クレソンもしっかり
かんで食べることで、ほどよい辛
味と刺激を楽しむことができます。

この辛味成分は食欲を増進させる
効果や、消化を助ける働きをしま
す。脂肪の多いステーキなどの付
け合わせにするのは、理にかなっ
ているのです。また、辛味成分は
加熱することで生成しなくなるた
め、炒め物などにした場合は辛味
もなく、苦味や爽やかな香りが引
き立ってまた違ったクレソンの魅
力を楽しむことができます。
クレソンには鉄分も多く、その

上鉄分の吸収を助けるビタミンＣ
も含まれるため、貧血予防には適
した食材です。またカロテンやカ
リウムも豊富です。新鮮な野菜や
果物から十分にカリウムを取って
いると高血圧の予防になることも
分かっています。その点でもトマ
トやベーコンなどと自由に合わせ
てサラダとして登場させたい野菜
です。
他にもお魚料理のソースや、

スープにしてもおいしくいただけ

ます。まずは普段の料理、例えば
ポテトサラダやパスタ料理などに
プラスして、独特の辛味や香りを
アクセントにしてみてはいかがで
しょうか。まだまだ日本では、お
肉の付け合わせという印象のクレ
ソンですが、よく食卓に並ぶ野菜
の一つに加えてほしい、体にうれ
しく万能なお野菜です。

クレソン ………………………………………………2束（80ｇ）
鶏ささ身 ………………………………………………1本（50ｇ）

Ａ��
酒………………………………………………………小さじ1
塩……………………………………………………………少々

ポン酢しょうゆ…………………………………………………適量

⑴ クレソンはさっとゆでます。水に取り、水気を絞って3～
4㎝長さに切ります。

⑵ ささ身はＡを掛け、ラップをして電子レンジ（500Ｗ）で
約2分加熱します。粗熱が取れたら手で細かく裂きます。

⑶ ⑴と⑵を合わせ、ポン酢しょうゆであえます。

お 詫 び
ＪＡごとう広報誌3月号4ページ「バレイショ出荷スタート」の内容に一部誤りがありま
した。訂正してお詫び申し上げます。

訂正前：長崎県の特別栽培農産物の認証を取得。
↓

訂正後：国のガイドラインに基づく特別栽培農産物の認証を取得。

クレソン

材料（2人分）

作り方

撮影：大井一範

（1人分34kcal）

RECIPE
調理時間

10分
クレソンの
おひたし
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1．報告事項

2．議案事項

お
肉
に
は
健
康
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な

栄
養
素
で
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
を
き
ち
ん

と
取
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
体
は
骨

格
や
筋
肉
な
ど
を
作
っ
た
り
、
血
圧
や
血

糖
値
を
正
常
に
保
っ
た
り
、
風
邪
な
ど
感

染
症
の
予
防
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪

を
適
度
に
取
る
こ
と
も
、
と
て
も
大
切
で

す
。
脂
肪
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
け
で
な
く
、

細
胞
膜
や
免
疫
を
高
め
る
物
質
な
ど
の
原

料
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
栄
養
素

を
取
る
こ
と
で
、
健
康
維
持
が
で
き
る
の

で
す
。

メ
タ
ボ
と
い
わ
れ
る
肥
満
傾
向
の
中
高

年
に
と
っ
て
肉
食
は
大
敵
の
よ
う
に
い
わ

れ
ま
す
が
、
お
肉
は
健
康
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
、
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
の
宝

庫
な
の
で
す
。
高
齢
者
の
場
合
、
タ
ン
パ

ク
質
の
摂
取
量
が
不
足
す
る
と
、
足
腰
の

筋
力
が
低
下
し
、
転
倒
し
や
す
く
な
り
、

骨
折
を
招
く
危
険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

明
治
時
代
（
一
九
〇
〇
年
こ
ろ
）
の
あ

ま
り
お
肉
を
食
べ
な
か
っ
た
日
本
人
の
平

均
寿
命
は
、
男
女
共
に
ほ
ぼ
三
十
六
歳

（『
食
肉
と
健
康
』〈
光
琳
刊
一
九
八
九

年
〉）
で
、
当
時
、
お
肉
や
チ
ー
ズ
を
食

べ
る
酪
農
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
平
均
寿

命
は
、
男
女
共
に
す
で
に
五
十
歳
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
男

女
共
に
五
十
歳
を
超
え
た
の
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
昭
和
二
十
二
（
一
九
四

七
）
年
で
す
。
食
生
活
の
変
化
と
と
も
に
、

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
急
激
に
延
び
、
二

〇
一
四
年
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
日

本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
が
八
〇
・
二

一
歳
（
世
界
第
四
位
）、
女
性
が
八
六
・

六
一
歳
（
世
界
第
一
位
）
と
、
世
界
に
類

の
な
い
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
長
寿
に

な
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
お
肉
を
食
べ
る

こ
と
で
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
と
脂
肪
の
摂

取
量
が
増
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。毎

日
の
献
立
に
上
手
に
お
肉
を
取
り
入

れ
て
、
家
族
み
ん
な
健
康
で
元
気
な
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
！

平成26年度 第12回理事会（平成27年3月26日 開催）

報告№1 主な事業経過と行事予定について
報告№2 主要事業2月末計画と実績について
報告№3 産直市場「五島がうまい」2月末実績
について
報告№4 平成27年2月末食肉販売実績について
報告№5 平成27年3月期県内家畜市場市況につ
いて
報告№6 後継者育成対策積立金交付報告
報告№7 平成26年度子会社の実績見込及び平成
27年度計画（案）について
①㈱ＪＡごとう葬祭
②㈱ＪＡごとう食肉センター
③ＪＡファームごとう

報告№8 平成27年度上半期理事会・定例会の開
催日程について
報告№9 総代会までの主要スケジュールについ
て
報告№10 組合員加入キャンペーンの実績報告
報告№11 貸付金の実行について
報告№12 業務支援に関する契約書の締結につい
て
報告№13 平成25年度産米追加払い並びに26年度
産米の販売状況について
報告№14 茶の販売状況について
報告 その他
① 高菜の決算処理について

議案№1 平成27年度事業計画骨子について【可
決】
議案№2 専門委員会及び子会社役員の構成につ
いて【可決】
議案№3 後継者育成対策積立金の交付について
【可決】
議案№4 大波止ホテル解体に伴う五島市の要請
に対する対応について【可決】
議案№5 固定資産（本山支店倉庫）の処分につ

いて【可決】
議案№6 余裕金運用規程の変更（案）について
【可決】
議案№7 職制規程（職務権限表）の一部変更
（案）について【可決】
議案№8 職制規程（組織機構図）の一部変更
（案）について【可決】
議案 その他

お
肉
を
食
べ
て
健
康
に
！

お
肉
を
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
応
用
生
命
科
学
部
教
授
●
西
村

敏
英
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○お問い合わせ、ご注文は…
ＪＡごとう 経済部 電話：0959（72）6585
または、お近くの支店・出張所まで

経経済済部部かかららののおお知知ららせせ
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編
集
後
記

住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）

16時～19時30分
※土日限定バイキング 11時～15時

（通常メニュー）16時～19時30分
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

今
月
号
の
編
集
に
あ
た
っ
て

い
た
三
月
末
に
は
、
各
企
業
の

人
事
異
動
に
伴
う
、
出
会
い
と

別
れ
の
光
景
が
福
江
港
で
も
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

私
も
島
に
渡
り
五
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
若
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
い
よ
い
よ
三
〇
歳
に
な
り
ま

す
。「
論
語
」で
い
わ
れ
る
と
こ

じ
り
つ

ろ
の
三
〇
歳
は
而
立
と
呼
ば
れ
、

学
問
が
備
わ
っ
て
自
分
の
立
場

が
で
き
あ
が
る
年
だ
そ
う
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
が

広
報
を
担
当
す
る
の
も
今
月
号

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
取
材
で

は
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。今
後
と
も
広
報
誌「
Ｊ

Ａ
ご
と
う
」
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

（
紙
漉

諒
）
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